	奈良時代　創建当時のこれが本物！　　　　　　　　　　　〔天平時代〕

	お宝NO.

１
	　　こんどう　はっかく　とうろう

金銅八角燈籠

	見学度
	国宝★★★★★
	
	

	テーマ
	　天平時代の貴重な彫刻美術を観察しよう！
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　大仏殿を取り囲むEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かいろう),回廊)の中門から、石段を少し下りて、石畳を歩いた突き当たりに大きな金銅製の「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はっかく),八角)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(とうろう),燈籠)」が建っています。高さは４ｍ６０ｃｍもあり、東大寺創建当初の物とされ、１１８０年（治承４年）１２月２８日EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たいらの),平)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しげひら),重衡)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(なんと),南都)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(や),焼)きEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(う),討)ちと、１５６７年（永禄１０年）１０月１０日松永久秀の兵火と、２度にわたる大仏殿の炎上にも無事にくぐり抜けた歴史的な遺品です。
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その後少し手を加えていますが、天平時代の工芸技術の粋を今に良く伝え、燈籠の造りは、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(きだん),基壇)、竿、火袋、笠、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ほうじゅ),宝珠)から成り、竿には燃燈の功徳等を説いた経典が抜粋して刻まれています。

	ミステリークイズ　１　（観察）
■八角燈籠秘密のエピソード
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　八角燈籠には、羽目板四面に音声菩薩（おんじょうぼさつ）が彫られています。この一つを昭和３７年にどろぼうが盗みましたが、あまりにも重いので大仏殿の裏庭に捨ててしまいました。強引にはがしたので損傷が激しく、本物は奈良の国立博物館にあります。現在、はまっているのはプラスチック製のニセモノです。

●問題　プラスチック製のニセモノはどれですか？
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銅鈸子（どうばっし）





横笛（よこぶえ）











尺八（しゃくはち）





大仏殿





①





八角燈籠





笙（しょう）





②





③





④





答え





笙～17本の竹管の下方に、簧(した)とよばれる銅合金製の金属片(リード)がついている。中央の吹口から息を出し入れして簧を振動させるが、ハーモニカと同様に、息をふきいれるときもすいこむときも音が出る。ふつうは、5～6音の和音を奏する。
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